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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成25年12月5日(2013.12.5)

【公表番号】特表2013-507204(P2013-507204A)
【公表日】平成25年3月4日(2013.3.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-011
【出願番号】特願2012-533478(P2012-533478)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｌ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｍ  25/10     (2013.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｌ  29/00    　　　Ｗ
   Ａ６１Ｍ  25/00    ４１０Ｂ

【手続補正書】
【提出日】平成25年10月16日(2013.10.16)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの溶媒と、少なくとも１つの薬理学的作用物質と、輸送メディエータま
たは輸送メディエータの混合物とを含む組成物の使用において、前記輸送メディエータま
たは前記輸送メディエータの前記混合物が少なくとも１５０℃の沸点を有し、前記輸送メ
ディエータまたは前記輸送メディエータの前記混合物が２０℃で油性または固体のコンシ
ステンシーを有し、免疫反応をひき起こさず、前記輸送メディエータまたは前記輸送メデ
ィエータの前記混合物が血管拡張のためのカテーテルバルーンのコーティング用に使用さ
れ、前記輸送メディエータまたは前記輸送メディエータの前記混合物が造影剤ではない、
使用。
【請求項２】
　前記輸送メディエータがポリマーでなく、前記輸送メディエータの前記混合物がポリマ
ーを含まない、及び／または、
　前記輸送メディエータが少なくとも６個の炭素原子または少なくとも２個の酸素原子ま
たは少なくとも１個の窒素原子を有する、及び／または、
　前記輸送メディエータまたは前記輸送メディエータの前記混合物が、２０℃で２５Ｐａ
未満の蒸気圧を有する、及び／または、
　前記輸送メディエータが脂溶性であり、ブタノールと水との間の分配係数が０．５以上
である、
　請求項１に記載の使用。
【請求項３】
　前記輸送メディエータが脂溶性であり、前記輸送メディエータは、ブタノールと水との
間の分配係数が０．５以下であるように親水性エステル化されている、及び／または、
　前記輸送メディエータが親水性であり、前記輸送メディエータは、ブタノールと水との
間の分配係数が０．５以上であるように疎水性エステル化されている、及び／または、
　前記輸送メディエータまたは前記輸送メディエータの前記混合物が、外部に対して親水
性を有するミセルを形成しない、
　請求項１または２に記載の使用。
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【請求項４】
　前記輸送メディエータが少なくとも１つのイオン官能基またはイオン性官能基を有する
、及び／または、
　前記輸送メディエータが水素結合を形成できる、及び／または、
　前記輸送メディエータが細胞壁の水分を増大させることができる、
　請求項１～３のいずれか１項に記載の使用。
【請求項５】
　前記輸送メディエータが細胞壁内で水素結合を開裂できる、及び／または、
　前記輸送メディエータが、脂質二重層の脂質および／または脂質二重層の炭化水素と相
互作用できる、及び／または、
　前記輸送メディエータが、１５０ｇ／ｍｏｌ～３００ｇ／ｍｏｌの分子量を有する、及
び／または、
　前記輸送メディエータが細胞膜を通過できる、
　請求項１～４のいずれか１項に記載の使用。
【請求項６】
　前記輸送メディエータが、アミド、フェノール、フェノールエステル、フェノールエー
テル、芳香族アルコール、芳香族酸、スルホキシド、有機ホウ素化合物、炭素原子２～６
個の多価アルコール、脂肪酸とアルコールのモノグリセリド、脂肪酸エーテル、テルペン
系炭化水素、炭素原子が少なくとも８個のアルコール、複素環化合物、アルカロイド、ナ
ノ粒子、酵素および第４アンモニウム塩からなる群から選択される、請求項１～５のいず
れか１項に記載の使用。
【請求項７】
　前記のアミド、フェノール、フェノールエステル、フェノールエーテル、芳香族アルコ
ール、芳香族酸、スルホキシド、有機ホウ素化合物、炭素原子２～６個の多価アルコール
、脂肪酸とアルコールのモノグリセリド、脂肪酸エーテル、テルペン系炭化水素、炭素原
子が少なくとも８個のアルコール、複素環化合物、アルカロイド、ナノ粒子、酵素および
第４アンモニウム塩が、
　尿素、ＤＭＦ、ＤＭＡ、シクロホスファミド、アルカノールアミド、アニソール、アネ
トール、バニリン、コニフェリン、チモール、カルバコール、サリチル酸、サリチル酸ア
ルコール、フェニルエタノール、コーヒー酸、フェルラ酸、桂皮アルコール、アドレナリ
ン、ドーパミン、アンフェタミン、ホウ酸エステル、１，２－エタンジオール、１，２－
プロパンジオール、１，３－プロパンジオール、プロパントリオール、ラクチトール、マ
ンニトール、ズルシトール、イソマルト（Ｉｓｏｍａｌｔ）、スクロース、キシリトール
、アリターム、マルチトール、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、モノオレイン酸
グリセリン、モノリノール酸グリセリン、モノラウリン酸グリセリン、マルトール、メグ
ルミン、アシルグリセリド、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ジエチレングリコー
ルラウリルエーテル、ポリエチレングリコールモノラウリルカルボキシメチルエーテル、
単環式テルペン、チモール、α－テルピネオール、β－テルピネオール、ガンマ－テルピ
ネオール、１，８－テルピン、１，８－シネオール、二環式テルペン、カラン、ピナン、
ボルナン、α－ピネン、３－カレン、ボルネオール、ショウノウ、単環式セスキテルペン
、ビサボレン、ファルネソール、非環式テルペン、ミルセン、オシメン、フェランドレン
、リナロール、三環式セスキテルペン、サンタレン、トリテルペン、スクアレノイド、ス
クアレン、フシデ（Ｆｕｓｉｄｅ）、四環式トリテルペン酸、ラノステロール、テトラテ
ルペン、カロチノイド、カロテン、リコピン、ルテイン、ゼアキサンチン、クロセチン、
リポクロム、ポリプレン、雄性および雌性ステロイドホルモン、アンドロゲン、エストロ
ゲン、ゲスタゲン、テストステロン、アンドロステロン、エストリオール、エストラジオ
ール、エストロン、フォスフェストロール、チボロン、プロルトン、プロゲステロン、コ
ルチコイド、コルチゾール、コルチゾン、アルドステロン、トリアムシノロン、アルカノ
ール、ミリスチルアルコール、ステアリルアルコール、ステロール、アルキル－２－（Ｎ
，Ｎ－二置換アミノ）－アルカノエート、アルキル－２－（Ｎ，Ｎ－二置換アミノ）－ア
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ルカノールアルカノエート、Ｎ－メチルピロリドン、ビリルビン、ビオチン、スルファメ
トキサゾール、１－置換アザシクロアルカン－２－オン、ラウロカプラム、（１－ドデシ
ルアザシクロヘプタン－２－オン）および誘導体、シクロデキストリン、アザシクロアル
ケン、クロルヒドリン、グリシジルトリメチルアンモニウムハロゲニド、３－クロロ－２
－ヒドロキシプロピルトリメチルアンモニウムハロゲニド、ドデシルトリメチルアンモニ
ウムハロゲニド、ヘキサデシルトリメチルアンモニウムハロゲニド、テトラデシルトリメ
チルアンモニウムハロゲニド、フマル酸ステアリルナトリウム、フマル酸およびアルキル
－（ポリオキシエチル）－ホスフェート、カラギーナンから選択されている、請求項６に
記載の使用。
【請求項８】
　バルーンカテーテルのコーティング方法において、
ａ）少なくとも１つの溶媒と、少なくとも１つの薬理学的作用物質と、輸送メディエータ
または輸送メディエータの混合物と含む組成物を提供するステップであって、
該ステップにおいて、前記輸送メディエータまたは前記輸送メディエータの前記混合物が
少なくとも１５０℃の沸点を有し、前記輸送メディエータまたは前記輸送メディエータの
前記混合物が２０℃で油性または固体のコンシステンシーを有し、免疫反応をひき起こさ
ず、前記輸送メディエータまたは前記輸送メディエータの前記混合物が血管拡張のための
カテーテルバルーンのコーティング用に使用され、前記輸送メディエータまたは前記輸送
メディエータの前記混合物が造影剤ではない、ステップと；
ｂ）カテーテルバルーンを有するバルーンカテーテルを提供するステップと；
ｃ）噴出法、ピペット法、毛管法、折畳みスプレー法、ドラグ法、糸ドラグ法またはロー
リング法によってカテーテルバルーンをコーティングするステップと；
ｄ）バルーンの表面上のコーティングを乾燥させるか、または溶媒を除去するステップと
、
を含む方法。
【請求項９】
　請求項８に記載の方法により得ることのできるバルーンカテーテル。
【請求項１０】
　少なくとも１つの薬理学的作用物質と輸送メディエータまたは輸送メディエータの混合
物との乾燥した油性または固体のコーティングを有するカテーテルバルーンを含むバルー
ンカテーテルにおいて、血管拡張のためのカテーテルバルーンのコーティングを目的とし
、前記輸送メディエータまたは前記輸送メディエータの前記混合物が少なくとも１５０℃
の沸点を有し、前記輸送メディエータまたは前記輸送メディエータの前記混合物が２０℃
で油性または固体のコンシステンシーを有し、免疫反応をひき起こさず、前記輸送メディ
エータまたは前記輸送メディエータの前記混合物が造影剤ではない、バルーンカテーテル
。
【請求項１１】
　前記輸送メディエータがポリマーでなく、前記輸送メディエータの前記混合物がポリマ
ーを含まない、及び／または、
　前記輸送メディエータが少なくとも６個の炭素原子または少なくとも２個の酸素原子ま
たは少なくとも１個の窒素原子を有する、及び／または、
　前記輸送メディエータまたは前記輸送メディエータの前記混合物が、２０℃で２５ｋＰ
ａ未満の蒸気圧を有する、及び／または、
　前記輸送メディエータが脂溶性であり、ブタノールと水との間の分配係数が０．５以上
である、
　請求項１０に記載のバルーンカテーテル。
【請求項１２】
　前記輸送メディエータが脂溶性であり、前記輸送メディエータは、ブタノールと水との
間の分配係数が０．５以下であるように親水性エステル化されている、及び／または、
　前記輸送メディエータが親水性であり、前記輸送メディエータは、ブタノールと水との
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間の分配係数が０．５以上であるように疎水性エステル化されている、及び／または、
　前記輸送メディエータまたは前記輸送メディエータの前記混合物が、外部に対する親水
性をもつミセルを形成しない、
　請求項１０または１１に記載のバルーンカテーテル。
【請求項１３】
　前記輸送メディエータが少なくとも１つのイオン官能基またはイオン性官能基を有する
、及び／または、
　前記輸送メディエータが水素結合を形成できる、及び／または、
　前記輸送メディエータが細胞壁の水分を増大させることができる、及び／または、
　前記輸送メディエータが細胞壁内で水素結合を開裂できる、及び／または、
　前記輸送メディエータが、脂質二重層の脂質および／または脂質二重層の炭化水素と相
互作用できる、及び／または、
　前記輸送メディエータが、１５０ｇ／ｍｏｌ～３００ｇ／ｍｏｌの分子量を有する、及
び／または、
　前記輸送メディエータが細胞膜を通過できる、
　請求項１０～１２のいずれか１項に記載のバルーンカテーテル。
【請求項１４】
　前記輸送メディエータが、アミド、フェノール、フェノールエステル、フェノールエー
テル、芳香族アルコール、芳香族酸、スルホキシド、有機ホウ素化合物、炭素原子２～６
個の多価アルコール、脂肪酸とアルコールのモノグリセリド、脂肪酸エーテル、テルペン
系炭化水素、炭素原子が少なくとも８個のアルコール、複素環化合物、アルカロイド、ナ
ノ粒子、酵素および第４アンモニウム塩からなる群から選択される、請求項１０～１３の
いずれか１項に記載のバルーンカテーテル。
【請求項１５】
　前記のアミド、フェノール、フェノールエステル、フェノールエーテル、芳香族アルコ
ール、芳香族酸、スルホキシド、有機ホウ素化合物、炭素原子２～６個の多価アルコール
、脂肪酸とアルコールのモノグリセリド、脂肪酸エーテル、テルペン系炭化水素、炭素原
子が少なくとも８個のアルコール、複素環化合物、アルカロイド、ナノ粒子、酵素および
第４アンモニウム塩が、
　尿素、ＤＭＦ、ＤＭＡ、シクロホスファミド、アルカノールアミド、アニソール、アネ
トール、バニリン、コニフェリン、チモール、カルバコール、サリチル酸、サリチル酸ア
ルコール、フェニルエタノール、コーヒー酸、フェルラ酸、桂皮アルコール、アドレナリ
ン、ドーパミン、アンフェタミン、ホウ酸エステル、１，２エタンジオール、１，２－プ
ロパンジオール、１，３－プロパンジオール、プロパントリオール、ラクチトール、マン
ニトール、ズルシトール、イソマルト（Ｉｓｏｍａｌｔ）、スクロース、キシリトール、
アリターム、マルチトール、２－エチル－１，３－ヘキサンジオール、モノオレイン酸グ
リセリン、モノリノール酸グリセリン、モノラウリン酸グリセリン、マルトール、メグル
ミン、アシルグリセリド、ポリオキシエチレンラウリルエーテル、ジエチレングリコール
ラウリルエーテル、ポリエチレングリコールモノラウリルカルボキシメチルエーテル、単
環式テルペン、チモール、α－テルピネオール、β－テルピネオール、ガンマ－テルピネ
オール、１，８－テルピン、１，８－シネオール、二環式テルペン、カラン、ピナン、ボ
ルナン、α－ピネン、３－カレン、カンフェン、ボルネオール、ショウノウ、単環式セス
キテルペン、ビサボレン、ファルネソール、非環式テルペン、ミルセン、オシメン、リナ
ロール、三環式セスキテルペン、サンタレン、トリテルペン、スクアレノイド、スクアレ
ン、フシデ（Ｆｕｓｉｄｅ）、四環式トリテルペン酸、ラノステロール、テトラテルペン
、カロチノイド、カロテン、リコピン、ルテイン、ゼアキサンチン、クロセチン、リポク
ロム、ポリプレン、雄性および雌性ステロイドホルモン、アンドロゲン、エストロゲン、
ゲスタゲン、テストステロン、アンドロステロン、エストリオール、エストラジオール、
エストロン、フォスフェストロール、プロルトン、プロゲステロン、コルチコイド、コル
チゾール、コルチゾン、アルドステロン、トリアムシノロン、アルカノール、ミリスチル
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アルコール、ステアリルアルコール、ステロール、アルキル－２－（Ｎ，Ｎ－二置換アミ
ノ）－アルカノエート、アルキル－２－（Ｎ，Ｎ－二置換アミノ）－アルカノールアルカ
ノエート、Ｎ－メチルピロリドン、ビリルビン、ビオチン、スルファメトキサゾール、１
－置換アザシクロアルカン－２－オン、ラウロカプラム、（１－ドデシルアザシクロヘプ
タン－２－オン）および誘導体、シクロデキストリン、アザシクロアルケン、クロルヒド
リン、グリシジルトリメチルアンモニウムハロゲニド、３－クロロ－２－ヒドロキシプロ
ピルトリメチルアンモニウムハロゲニド、ドデシルトリメチルアンモニウムハロゲニド、
ヘキサデシルトリメチルアンモニウムハロゲニド、テトラデシルトリメチルアンモニウム
ハロゲニド、フマル酸ステアリルナトリウム、フマル酸およびアルキル－（ポリオキシエ
チル）－ホスフェート、カラギーナンから選択されている、請求項１４に記載のバルーン
カテーテル。
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